
rocessP 1人ひとりの人生を豊かに
1日1日を丁寧に積み重ねる
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グループでのイベント

ホタルの集い（6/1）

毎年6月に行われるほたるの集いは、

エデュケアライズグループ最大のイベントです。

焼きそばやフランクフルト射的や輪投げなどの

お店もたくさん出店し、グループ施設の各施

設の趣向を凝らした発表やゲストパフォーマ

ンスと内容も盛りだくさんなイベントです。

フィナーレには藹藹会のハートフィールドで

育った、たくさんのほたるたちが盛大に飛び立

ちます。2024年は、過去最高の1500人を

超えるお客様が来てくださりました。来年は、

6月7日（土）に開催予定です。是非皆

様のご来場、お待ちしています。
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チャリティーコンサート

ERGp

～持続可能な笑顔のために～

第35回チャリティーコンサートを宇都宮市文化会館
小ホールで行いました。「ERGp(エデュケアライズグ
ループ)～持続可能な笑顔のために～」をテーマに、
子どもから大人まで、笑顔になれる歌や合奏などを発
表しました。ゲストにピアニストのハクエイ・キムさん、フ
ルート奏者の酒井麻生代さんを迎え、ディズニーメド
レーを演奏していただきました。子どもたちも利用者さ
んも保護者の方も職員も笑顔の絶えないコンサートに
なりました。

31
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グループ視察

【参加した職員の声・感想】

⚫ 他の施設職員と話しをしたり、情報を交換し、コミュニケーションをはかれ良い一日でした。

⚫ 人と人との繋がりが新しいアイディアや仕事を生み、きっかけとなり様々なことが発展していくのだということを実感しました。

⚫ 車中や食事中も楽しく過ごせてこのような機会に感謝しています。

⚫ 事業の背景、歴史、今後の展望などを聞けるお話を聞ける貴重な機会でした。

⚫ ただ時間を過ごすのではなく、有意義に過ごせるようどの施設も考えられているのだと改めて思いました。

⚫ どんなことを行っているのか知らない施設もあったため、知る機会ができてよかったです。

32

2024年度より、職員がEducarealize Groupのそれぞれの事業や職員のコミュニケーションをさらなる活性化、また良い

取り組みを横展開を目的に月1度グループ視察という機会を設けております。普段話さないグループ職員とも良いコミュニケー

ションの良いきっかけとなる研修です。来年度も実施していく予定です。

グループでのイベント



地域連携

junkoh_udaiのプロフィール写真

３３

Educarealize Groupは、前年度からも地元のスポーツチームを応援する活動をしており、栃木ゴールデンブレーブス

（野球）、日光アイスバックス（アイスホッケー）のスポンサーを行っておりましたが、今年度より新たに栃木SC（サッカー）、

栃木ブレックス（バスケットボール）、宇都宮ブリッツェン（競輪）、宇都宮Voet’ｓ（ラグビー）のスポンサーになりました。

更に宇都宮大学準硬式野球部のメインスポンサーにもなりましたことをお知らせします。大学の部活動へスポンサーは、稀で

ありますが、宇都宮大学準硬式野球部の「練習や試合も楽しくをモットーに」というのにコンセプトに共感し、地域貢献及び

スポーツから得られるチームづくりを学びつつ、私たちが目指す地域社会に新しい価値を見出し、新たな社会課題解決に活

かして欲しいと思います。これらの活動を機にフードバンクうつのみや様とも食材寄付を頂くなど、少しずつ活動の成果が出て

きた2024年度になりました。

さらに栃木県の「サービス管理責任者等更新研修事業者」の対面会場に指定されました。宮城県を中心に研修事業を

展開している「東北福祉カレッジ」と連携しました。サービス管理責任者等研修とは、障害福祉サービスの指定基準において

配置が義務付けられている「サービス管理責任者（サビ管）」あるいは「児童発達支援管理責任者（児発管）」※にな

るために必修とされている研修であり、基礎研修、実践研修、更新研修 の三段階に分かれます。そのうち「更新研修」、5

年ごとの定期的な受講が必要となります。今後もますます栃木県内の研修体制の強化や行政との連携を行い、成長してま

いります。

https://www.instagram.com/junkoh_udai/


alleryG

３４



utcomeO プロセスがあって
はじめて実績が伴う。

サービス
活動外の
活動実績

３５

執筆について

（2022年4月～2024年12月）

2024年6月

「そのまま使える〈スッキリ
図解〉介護・障害福祉BCP作
成ガイド」

寄稿について

2024年6月・12月

「医療機関との連携がこれから
生き残るキーワード」
「なくてはならない施設」に向
けて5つの視点で戦略を」
介護ビジョン（日本医療企画）

講演について

2024年6月

「地域一番化のための学園経
営セミナー」株式会社GCLIP

その他地域活動

2024年10月・2025年1月

「介護事業所向け千参性向上研
修」セントスタッフ株式会社

2024年11月

「特養・デイ・ショートの稼働率
アップ・経営改善に関する手法」
株式会社エム・エム・ピー・ジー総研

2024年4月・11月

「障害福祉等サービス報酬改定」
「外国人採用の活用事例」
C-MAS介護事業経営研究会
株式会社実務経営サービス

2024年4月

「激動の介護報酬改定24」栃
木市コミュニティ研究会

株式会社エクサホームケア
年間25回講演実施

介護事業者に向けて延べ20000人を超
える参加者にセミナー講師として実施。

2024年７月

こどもまんなかアクション
ファクトブックに掲載

2025年1月

とちぎテレビ放映
「フリースクールDream Tree」



pecialS Future Grip5周年
謝恩セミナー

2025年1月10日（金）に宇都宮駅のマイステイズ宇都宮にてEducarealize 

Groupの1つの法人であるFuture Grip Labは創立5周年の節目に謝恩セミ

ナー&祝賀会を実施いたしました。日頃からお世話になっております、70名の経営

者の方にご参加いただきました。セミナーのゲスト講師は、医療法人社団 悠翔会

佐々木 淳 理事長、仙台育英高校 硬式野球部監督 須江 航 先生をお迎えし

ました。

セミナーの内容は、【いまFGに関わってくださった方に1番聞いてほしい内容とゲス

ト講師でお迎えします】にふさわしい内容だったと感じます。完全招待制で行ったも

のですが、参加された方からは多くのお褒めお言葉をいただき、開催してよかったと

心から思える日でした。講演内容の中で、「自分は自分でしか変えることはできない。

だからこそ、まずは1ミリ動かす」ということが印象的でした。

Future Grip が関わらさせていただいている介護福祉業界を数字だけでみると、

未来に明るい兆しは見えにくいものです。しかし数字の裏側を見れば、環境を丁寧

に整え、絶えず磨き続けている介護福祉施設の未来は、やはり、明るいものだと私

たちは考えています。

是非、利用者、地域社会にとって、働く職員にとって素敵な未来を経営者の皆さ

んがつくっていっていただければ幸いです。さて次の5年もそんな皆さんを全力で応援

したいと思っております。

ちなみにこの日にFuture Gripクルーは青のオーダーメイドスーツを着用。ご参加さ

れた方からも大好評でした！
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hallengeC 新事業・新しい取り組みについて

37

2025年度も、グループとして「地域社会に新しい価値を見出す」というコンセプトを体現するため、
さまざまな挑戦をしていきます。その理由は、地域社会にはまだ多くの課題や困りごとがあり、私たちの存在を必要としてくださる皆様の
期待に応えたいと考えているからです。2025年度は、以下の4点を実行していきます。
① 株式会社メディカルグリーンのグループ傘下入り
栃木市・真岡市を拠点とする同社が運営する「介護付き有料老人ホーム みどり」および、小規模保育事業A型3園の計4拠点が、

Educarealize Groupの仲間に加わります。私たちも栃木市に事業を展開しており、また子育て支援事業との親和性が高いことか
ら、新たなシナジーが生まれると確信しています。
② NPO法人 Hands-on-Handsの設立
「地域の子どもを地域で支える」「地域の課題を地域で解決する」ことを目的に、税制上の優遇措置を設けたNPO法人を設立しま
す。Educarealize Groupの活動や想いに共感してくださる企業・個人の方々を対象に寄付金窓口を設置し、福祉事業の支援を
進めます。また、県内の介護福祉事業の質の向上を目的とした第三者評価機関を、夏頃に立ち上げます。藹藹会では障害福祉
事業を実施し、Future Gripでは栃木県内でサービス管理責任者等の研修を毎月対面開催していることから、これらの活動の一
環として進めていきます。
③ 児童分野の新事業展開
私たちは約50年間にわたり幼稚園や保育所を運営し、7,000人以上の卒園生とともに歩んできました。多様な子どもたちや保護
者の皆様と悩みを共有する中で、0～6歳の障がいのある園児について、これまで外部機関に支援を依頼してきました。
しかし、より多くの関係性の中で社会性を育むことができないか、また、その子どもたちにとって最適な環境とは何かを考え続けてきまし
た。その答えの一つとして、日本全国の事例を研究する中で、「幼稚園・保育園・認定こども園に、児童発達支援事業、放課後等
デイサービス、保育所等訪問支援を併設し、双方が緩やかに重なりながら日常を織りなす空間」 という考えにたどり着きました。幼稚
園・保育園を運営している私たちだからこそ、果たせる役割があると考えています。
④ グループのイメージ刷新
主に以下の施策を実施します。
・グループWEBサイトのリニューアル・職員の雰囲気が伝わるオウンドメディアのリリース・グループのアメニティや福利厚生の見直し
リニューアル後は、ぜひご覧ください！最後になりますが、今後もEducarealize Groupのご支援と読者の皆様の健康とご多幸をお
祈りしております。



hallengeC グループの応援
ありがとうございました。

宇都宮動物園 / 株式会社フクダヘルシー / 株式会社ライフパートナーズ / 有限会社アイヴィ－保険センター / 居酒屋 輝太郎
株式会社鹿沼市学校給食パン工房 / ミズノサト / 野口株式会社 / 上陽工業 株式会社 / 株式会社カタグルマ
株式会社ＧCLIP / パリサ合同会社 / 株式会社 生田目会計事務所 / カラオケハウスじゅんじゅん / 九津見 幸男

（順不同 敬称略）

ご寄附へ感謝

2024年11月より、「エデュケアサポーターズ」という会員制度を開始しました。サポーターの皆さまには、ホームページへのお名
前の掲載をはじめ、就労施設で生産された野菜のお届け、グループ行事へのご招待など、さまざまな企画や情報をお届けし
ます。地域社会の課題を地域全体で支え合うことが、私たちの考える「やわらかい眼差しに包まれるコミュニティ」の実現につ
ながると考えています。皆さまからの寄付金は、Educarealize Groupの現場を支えるさまざまなプログラムに活用させてい
ただきます。2025年度は、会員数の増加を目指すとともに、個人・団体のサポーターの皆さまが税制上の優遇措置を受け
られる体制を整えます。その一環として、NPO法人Hands-on-Handsを設立し、グループ法人への寄付について税額控
除を受けられる仕組みを構築してまいります。
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地域社会に

新しい価値を生み出す
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